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2Jp-6 被服による皮膚障害 の調査
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【目的】　被服による皮膚障害のうち比較的重症な障害については、家庭用品に係る健康

被害病院モニター制度により実情が把握され公開されている。しかし、日常の生活におい

てみられる比較的軽症な障害については潜在化する傾向にあり報告も少ない。本研究の目

的は、被服による皮膚障害の実態を明らかにするとともに、男女の相違について検討する

ことにある。

【方法】　調査は、1999年1 月に行った。調査方法は、質問紙法を用いた。調査対象は、

20歳代の大学生約600 名とした。調査内容は、被服着用による皮膚障害の経験の有無、障

害発生の部位、障害の程度、原因被服の種類、障害発生の季節、皮膚障害に対する対処方

法、および体質との関係である。

【結果】　被服着用による皮膚障害の経験は、女子は男子に比較して高率であった。発生

部位は、男女とも首が高率であり、次いで男子は手首が多く、女子は耳が多かった。対処

方法は、男女とも放置が多く。次いで男子は売薬塗布であり、女子は通院であった。体質

との関係では、男女とも食べ物や薬などにより皮膚疾患を起こしやすい者は、被服による

皮膚障害も起こしやすい傾向にあった。

2Jp-7 トルマリン含有パンティストッキングの着用が温熱生理に及ぼす影響
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＜目的＞　パンティストッキングの着用機能は主として脚部の整容性、保温性等にある。加えて近

年、血流促進という健康の増進目的で、段階的に圧変化を付したものが出回っている。同様の目的

で、トルマリン鉱石の微粒子を混入した被服類が開発されている。そこで、トルマリン鉱石の微粒

子を混入したパンティストッキング（ＴＳＦ）を着用したとき、温熱的にどのような生理反応を生

ずるか検討することを目的とした。

＜方法＞　被験者は健康な女性６名。24.5 ±0.5 °C、湿度30 ±10 ％RH の環境下で、綿半袖シャツ

を着用し、センサ７装着後、ＴＳＦ及び綿の半ズボンを着用した。その後、椅座安静30 分、トレッ

ドミル上で歩行20 分（70m/min ）, 椅座安静30 分を行った。その間足指第１指の血流量及び皮膚

温、上腕・胸・大腿・下腿・足首および腰の皮膚温、腰の衣内温湿度を測定した。対照として繊維

組成は同じで、トルマリンを混入しないパンティストッキング（ＳＴ）についても行なった。

＜結果＞　平均皮膚温及び足指皮膚温は歩行中は低下し、後安静時には上昇したが、後安静時初期

の上昇度及び後安静15 分時の皮膚温はＴＳＦ＞ＳＴであ った。足指血流量は歩行中は増加し、後安

静時には急激に減少したが、その傾向は平均皮膚温と同様の傾向であった。腰の衣内湿度はTS

F,   ST とも歩行後半～後安静初期にかけて上昇したが、後安静時にはＴＳＦ＞ＳＴで.   S T の低

下が大きかった。足首の皮膚温は歩行中は低下し、後安静時には上昇したが、両者閻に明確な差は

認められなかった。
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